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Abstract 
Th巴 presentpaper treats of the new mcthod of driving the magn巴-
tostriction vibrator so as to generate the ultrasonic sound wave. 
The wave forms of the vibration of transducers ar巴 detailed，and 
80 is the relationship between them when the single pulse current is 
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第 2図 アノレフι ロの静i滋歪特性
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会f~ 3図放鷲々流と滋歪励摂力の関係
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第 6図 (a)充電電圧と放電電流の関係 (b) 容量と1li電電話:の関係
このような電流波形に応ずる磁歪励振力波形を求めれば第7関の如くであり，放軍電流の値
が 120Aを越える場合に於ては殆んど僚形の飽和持'tl.:を示し，それ以下に於ては三角形になる。
これらの底辺の長さは 100~~OOμョであってこれは凡そ 10-5KCの間波数の 1 サイクノLの時間
に相当する。
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(4) 受波器の振動は， 時間軸に関して対祢な包絡線を有し， づどの周波数で次第に built
upしてゆく振動である。
(5) 受被器出力は容量を一定とすれば充電電圧が高い理大きい。充電電圧を一定とすれば
&般に容量が小さい時小さく，容量のJm:適lr[はなく，又容量の増大によって低感度を補うこと
は出来ないようである。
終りに木研究に当り阪大75柳教授より長.ilな論文を御送附載いた事に対L深く感謝する次第
である。
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ったものの -'.il市である。 (昭和31年4)j30日受理)
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